






1．乳幼児の血清脂質 

 口腔外科手術前精査のため受診した乳幼児のうち,内科的に異常を認めなかった 3 歳以

下の乳幼児 79 名(男 39 名,女 40 名)について,血清脂質の測定を行った。採血は空腹時にお

こない,血清脂質として総コレステロール,HDL コレステロール,トリブリセリド,遊離脂肪

酸,リン脂質,β-リポ蛋白,LDL,VLDL,カイロミクロンを測定した。血清総コレステロール値

は 1 歳以下の男,女それぞれ 142±28 ㎎/dl,140±28 ㎎/dl,1～3 歳の男,女それぞれ 161±

30 ㎎/dl,169±25 ㎎/dl で男女差を認めなかったが,1 歳以降急速に総コレステロールが上

昇するのが認められた。β-リポ蛋白,LDL についても同様の傾向を認めた。HDL-コレステ

ロールでは年齢による著明な差を認めなかった。このような乳幼児の中にもコレステロー

ル値が 200㎎/dl以上の高値を示すものが8名(10%)認められ,内1名は 1歳 10ヵ月女児で

252 ㎎/dl と高く,家族性高コレステロール血症の保因者である可能性が推測された。なお

200 ㎎/dl 以上を示したものはすべて 1歳以降であった。 

 児童生徒の血清コレステロールのスクリーニングでは 0.1%以上に家族性高コレステロ

ール血症が見いだされ,これらの小児はかなり早期から高値を示していると考えられ,乳幼

児期のスクリーニングが重要と思われる。 


